
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際理事 渡部 雅文 

祝 辞 

貴地区第６８回年次大会を祝すご挨拶ではございますが、新型コロナウイルスの感染拡大

というこれまで経験したことがない状況下で、 ライオンズ会員におかれましては、様々な

取り組みをされていることと思います。わが国で新型コロナウイルスの感染が確認されてか

ら２年がたちましたが、感染拡大が収まることもなく、感染者数を増加させながら続いてい

ます。この新型コロナウイルスの流行が、早期に終息することを願うばかりです。 

貴地区年次大会が、今期の集大成として開催されますことを衷心よりお慶び申し上げます。

平素より奉仕活動を通してライオニズムの高揚にご尽力いただき、深く敬意を表すとともに

厚く感謝申し上げます。本大会は地区のメンバーが相互理解の輪を広げ友情を深め、この一

年間の成果の発表の場であり、次年度の方針が決定される大変重要な決議の場でもあります。

地区ガバナーの熱意により、素晴らしい運営がなされたものと思っております。 

ダグラス X. アレキサンダー国際会長は「ライオンズは一つの家族。奉仕の心という純然

たるものさえあれば誰でも仲間になれる、非常に大きなグローバルな家族です。」そして「今

年度、私たちの成功を導く最も重要な要素は、あなたであることをわすれないでください。」

と発信されています。本年度も世界各地で自然災害が多く発生し、コロナ禍の中にもかかわ

らず、各クラブよりまたＬＣＩＦよりスピーディーな支援がなされています。 

今年度は、ＬＣＩＦ『キャンペーン 100：奉仕に力を』は最終年度になります。今こそ日

本の会員一人ひとりが手を取り合い、日本の存在力を世界に発信する為にも是非このキャン

ペーン 100にご協力を頂きたいと願っています。 

結びになりますが、貴地区の益々のご発展と、メンバーの皆さまのご健勝とご多幸を祈念

いたします。 

 

 


